
   解説： 岩田　幸生
特に③と④は大事なことです。

◆第 256回　西宮神社  赤門側　トイレ掃除
2024年3月17日、５人の方が参加くださいました。男子トイレを掃除しました。

＜体験感想＞
佐藤　弘一さん
久しぶりに月例会参加させて頂きました。
最初に感じたのは新しい最新トイレに対応した数々の道具や洗剤等が用意され工夫進化しているなあと感じました。
私の知らない新しい方も参加されており、隣どうしで便器に素手で触れ初心にかえってトイレ掃除をさせて頂きました。
日曜日の朝清々しい気持ちでスタートでき嬉しい気持ちでした。
今後も体調が良いときは参加したいと思います。

◆第 192回　神戸三宮街頭清掃
2024年３月27日、本日は11人の方が参加くださいました。

＜体験感想＞
井筒　謙輔　さん
facebookでこの「神戸三宮掃除に学ぶ会」を知り、どのような活動なのか興味があり参加させていただきました。
朝早く起きて掃除に行くことを6歳の息子に話すと「行ってみたい！」と元気に返事をくれたので前日は早く寝て朝5時半に起き、現地に向かいました。
カラスによってゴミ袋が引き裂かれて生ゴミの匂いが広がる中、なんとかゴミ集めをしていましたが、そんな環境とは裏腹に息子は楽しめたそうです。
子供に「ゴミをポイ捨てしてはいけないよ！」と口で教えるよりも、実際に子供にゴミ拾いのボランティアに参加してもらう方が、
私は理解してもらえると思っています。
「こうして社会貢献している父の背中を見て奉仕の大切さに気付いて欲しい」と思う、そんなバカ親でもあります。
致知を定期購読しているのですが、その致知にて紹介されていると聞いてその記事がすごく印象に残っていることをハッと思い出しました。
その活動にこうして参加している。
「人生、興味の持った物には必ず辿り着く。不思議なもんだなぁ。」と感じました。
活動の帰りに目の前にあるマクドでハッピーセットをねだられました。

3月 

『人間の究極の幸せ』                         

     ①、人に愛されること 

     ②、人に褒められること 

     ③、人の役に立つこと 
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